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一 「待遇 コ ミュニ ケー シ ョン教育/学 習 」 の 実践一
蒲谷 宏
日本語教育実践研究(1)は 、r待 遇 コミュニケー シ ョン教育/学 習」について、実
際の教育活動 を通 じて研究す るためのクラスです。主に、中級後期か ら上級前期 にかけ
ての学習者が受講す る口頭表現 クラス(口 頭表現6Bク ラス)を 実習の場 として、学習
者の 口頭表現(音 声コ ミュニケーシ ョン)に おける表現能力(コ ミュニケー シ ョン能力〉
を高めるた めに、どのよ うな教育/学 習をすればよいのかを実践的に考察 していきます。
それ とともに、具体的な教材、教育/学 習の方法論 について も検討 してい くこ とにな り
ます。
2004年 度春学期は、受講生は4名 で、全員がr待 遇 コミュニケー シ ョン研究室」在
籍のメンバーであったため、これまで以上 に、音声 コミュニ ケーシ ョン としての 「待遇
コミュニケーシ ョン」の能力を高めるた めにどうすれ ばよいのか、とい う話 し合いを重
ねつつ、実習クラスでの授業運営 を進 めていきま した。
く学習者が、あるr場 面」において、r意 図」を持 って、 コミュニケー シ ョンを行 う能
力 を身 につ け、高めてい くためには、 どのよ うな授業 を行 えばよいのだ ろ うか〉、受講
生たちは、それにっいて考え、実践 してい くために、実践研究 の授業時間外での検討や
準備にも多 くの時間を割 き、努力 を積み重ねて きま した。
その一つの成果が、今回ま とめ られた論 考r口 頭表現クラスにお けるr待 遇 コミュニ
ケーシ ョン教育」の試み」です。
特に実習 クラスの授業中に様々な形 で導入 した、ロール プ レイについては、試行錯誤
を繰 り返 しなが ら、い くつかの発見 ・再発見 をしてきた と思います。学習者の問題点 を
修正す る方法 としての、(練 習一訂正一 練習>と いった二段階法が効果的 であったこ と
は、一つの大きな再発見であった よ うに思います。
r待遇 コミュニケー シ ョン教育/学 習」に関す る課題 は山積 しています が、実践研究
は、そ うした課題 に対 して、実践 を通 じて解決策 を考えてい くとい う意味 を持ってい る
のだ と言 えるで しょ う。今後は、そ うした実践 を通 じて得 られ た成果 について・さらに
研究 を続 け、検証 していくことが期待 されます。
(カバヤ ヒロシ ・日本語教育研究科教授)
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